
書

評

イ

ギ
リ

ス

地
方
史
協
会
の

紹
介
㈹

C
F
e
t

F
P

m

S
0
0
i

e
t

y

米

川

伸

一

筆
者
の

個
人

的
事
情
か

ら
一

年
以

上

間
を

置
い

て

し

ま
一っ

た

が
､

今
後

は
一

年
に

二

度
位
の

割
合
で

出
来
る

だ

け

規
則
的
に

紹
介
を

続
け

た
い

｡

さ

て

今
回
の

対

象
は

今
ま

で

と

は

や

や

趣
を

異
に

す
る

チ
ユ

タ
ム

協
会

C
F
e

t

ビ
P

日

S
0
0
-

e

首

の

刊
行
物
で

あ

る
｡

十
七

世
紀
マ

ン

チ
ェ

ス

タ
ー

を

中
心

と

し

た

手
広
い

経
済
活
動
で

産
を

成
し

た
ハ

ン

フ

リ

ー
･

チ
ユ

タ

■

ム

H
仁

ヨ
り

F

言
y

C
F
①

t

F
p

2

で

有
名
な

チ
ユ

タ
ム

家
の

名
を

戴
い

た

当

協
会
は

一

八

四
三

年
に

誕
生

し
た

が
､

協
会
が

生

ま

れ
る

経
緯
に

つ

い

て

は
､

ニ

ュ

ー
･

シ

リ
ー

ズ

の

第
百
巻

(

一

九
三

九

年
)

に

当
時
協
会
の

会

長
の

席
を

占
め

て

い

た
マ

ン

チ

ェ

ス

タ

ー

大

学

1

エ
ア

イ

ト

教

授
に

よ

る

｢

チ

ユ

タ
ム

協
会

!
一

回

顧
+

が

掲
載
さ

れ

て

い

る
の

で

興
味
あ
る

評

読
者
は

参
照
さ

れ

た
い

｡

要
す
る

に

当
時
先
輩
格
の

サ
ー

テ
ィ

ー

ズ

(

一

八
三

四

年
)

､

キ
ャ

ム

デ
ン

(

一

八
三

八

年
)

両

協
会
を

範
と

し
て

創
設
さ

れ
た

当
協
会
は

､

ラ
ン

カ

シ

ャ

及
び

チ

ェ

シ

ャ

の

史
料
の

刊
行
を

目
的
と

( 5 1 ) 書

し
て

(

も
っ

と

も

現

実
に

は

前

者
が

刊

行
物
の

八

割

以

上

を

占

め

て

い

(

1

)

る
)

､

以

後
旧

新
両
シ

リ

ー

ズ

を

合
計
し
て

既
に

二

百
三

十

数
冊
の

史
料

･

研
究
成
果
を

公
に

し

て

来
た
の

で

あ
る

｡

次
に

当
協
会
の

刊
行
史
料
の

特

徽
と

し

て

他
の

考
古
学
協
会
の

そ

れ

と

著
し

く

相
違
す
る

息
は

､

刊
行
さ

れ

る

史
料
が

多
く

は

近

世
に

属
し
て

い

る

こ

と
で

こ

れ

は

他
の

地

溝
史
協

会
に

は

見
ら
れ

な
い

も
の

で

あ

る
｡

そ

こ

で

当
協
会
の

成
果
の

創
立
当
初
か

ら

現

在
に

至
る

ま
で

を
一

瞥
す

(

2
)

る

と
､

史
料
纂
編

者
の

質
的
向
上
が

明
瞭
に

窺
わ

れ

る
の

で

あ
る

が
､

特

に

こ

の
一

劃
期
と

な
っ

た

も
の

は
､

一

九
二

〇
年
代
に

お

け
る

都
市
研
究

で

広
く

名
を

知
ら

れ

た

前
記
の

ジ

ェ

ー

ム

ズ
･

テ

ィ

ト
l

P

ヨ
e
払

→
巴
t

の

会
長
就
任
で

あ

り
､

そ

れ

以

来
当
協
会
と
マ

ン

チ
ェ

ス

タ
ー

大
学
と
の

密

接
な

関
係
が

保
た

れ

る

よ

う
に

な
っ

た

の

で

あ

る
｡

そ

し

て

そ

れ

以

降

G
･

E

タ
ッ

プ

リ
ン

グ
の

｢

ロ

γ

セ

ン

デ

イ
ル

経

済

史
+

→
F
e

輯
c

O

n

?

邑
O

H
-

賢
○
→

叫

○
代

河
○
∽

羅
臼

d

已
0

-

Z
e

弓

旨
1
.

う
U
-

･

∞

か

と
か

E
･

J
･

ヘ

ー

ブ
ィ

ト
の

｢

中
世
チ
ェ

シ

ャ

+

呂
e

d
-

P
2

く

已
C

訂
∽

F
-

蒜
､

Z
e

弓

寄
り
.

d

d
-

.

笠
.

或
は

､

F
･

ウ
ォ

ー

カ

ー

｢

産
業
革
命
以

前
に

お

け

る

西
南
ラ
ン

カ

シ

ャ

ト

の

｢

歴
史
地

理
+

H
訂
t

O

ユ

旨
-

G
e

O

g

言
匂

F
叫

○
巾

S
O

已
F
w
e

∽
t

J
P

n

P
p

巴
F
-

岩

ケ
e

許
諾
t

F
e

-

n
a

声
∽

t

ユ

已

河
e

d

d
】

已
-

O

n
-

Z
e

弓

琵
→
.

召
-

+
○
い

等
の

優
秀
な

研
究
成
果
が

史
料
の

刊
行
と

平
行
し

て

公
に

さ

れ

た

の

で

あ
っ

た
｡

こ

の

点
で

も

当

協
会
は

イ

ギ

リ
ス

の

多
数
の

地

方
史
協

会
の

中
で

独
自
な

地

位
を

占
め
て

来
た

と

言
え

る

で

あ

ろ

う
｡

尚
､

今
回

は

対

象
と

な
る

史
料
が

鬼
大
な

数
に

達
す
る

た

め

遺
憾
な

が

ら

内
容
に

立

ち

入
っ

て

論
及
す
る

こ

と

は

ま

ず
不

可
能
と

な
っ

た
｡

そ

れ

に

今
ま

で

の

経
験
か

ら

み
て

筆
者
の

浅
学
の

た

め
､

触
れ
る

ぺ

く

し
て

見

落
し
た

論
点
が

あ

ろ

う
か

と

も

思
わ

れ
る

｡

こ

の

点
を

あ

ら
か

じ

め
お

断

り

し
て

置
き
た

い
｡

2 ∂J
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計
簿
を

通
じ
て

分
析
を

果
し

た

竹
.

A
.

甘
○

ロ
∽

(

e
m

こ
〉

巾
w
｡

ヘ

ヘ

p
)

昌
丁

匂
O
t

て
､

O
f

t

訂

｢
p

ロ
C

P
S

E
l

e

甲
ロ
d

C
F
e

∽

F
-

言

巳
P

ロ
0
1

∽

O
f

H
e

ロ
1

叫

d
e

r
P
O

y
〉

輯

寛
-

O
f

J
-

ロ
C

O
-

ロ
〉

≦
U
-

+
-

N

も
こ

の

種
の

業
績
と

し

て

は

出
色
の

も
の

で

あ

る
｡

｢

特
許
状
集
成
+

C
F
P

ユ

已
寛
q

と

し

て

は

全
三

巻
七

部
に

及
ぶ
こ

れ

亦

大
部
な

史
料

弓
.

句

寛
1

e

→

(

e

d
一

)
}

→
F
e

C
F
P

?

t

已
p
→

q

O
代

C
0

0

打
e

詔
P

n

d

A
♂

訂
叫

O
f

t

訂

七
ヰ
e

m
O

日

算
→

巳
e

P
∽

訂
n

O

a
e

J

ヨ
e

弓
S

e

→
.

d

d
-

一

誌
～
合

〉

£
-

設
～

h
N

､

竺

と

全
二

巻
の

ー
.

く
P

ユ
e

Ⅵ

(

e

d
.

)
-

A

呂

己
d
-

e

w
ぎ
O

F

C
F

p

ユ
已

寛
¥

Z
e

弓

誇
り

d

d
-

･

-

○
レ

こ
○
∞

が

あ

る
｡

前
者
は

公
文

書
館
の

史
料
か

ら

荘
官
∩

会
計
簿
に

至

る

ま

で

各
方

面
の

記
録
を

含
み

｢

解
散
+

に

至
る

ま
で

の

修
道
院
経
済
の

動
向
を

知
る

た

め

に

は

第
一

初
の

史
料
集
で

あ

り
､

後
者
は

十
七

世
紀
に

編
纂
さ

れ

た

聖
界
所
領
の

史
料
を

含
む
ほ

か

細
目
に

亘

る

紹
介
が

付
さ

れ

て

い

る
｡

｢

証
書
+

d
e
e

d
s

類
を

収
録
し
た

も

の

と

し

て

は

J
.

り
P
→

打
e

→

(

e

P
)

-

P
P

ロ
O

p

賢
-

1

2

U
2

e

計
-

く

○
-

･

-

Z
e

弓
払

e

→
.

d

d
-

.

ご

と

か

G
.

A
.

S
t

0
0

打
s

P

ロ

d

J
.

→
巴
t

(

e

P
)

-

U
β

ロ

打
e

ロ

ビ

巴
的

F

U
e

e
几

訂

-

N

0

0

～

-

¢
ロ

○
)

Z
e

w
ひ

e

→
一

く
○
-

.

∞

○

(

｢

速

記

録
+

第

四

巻
)

が

あ

る
｡

チ
ェ

シ

ャ

に

属
す
る

も
の

と

し
て

は

J

‥
ア

イ

ト
の

紹
介
と

ノ

ー

ト

に

よ

る

→
F
e

C
F

P

ユ
已
P
→

Ⅵ

○
→

河
e

g
-

賢
e

→

O
f

t

F
e

A
♂

訂
y

O
f

S
t

.

.
司
e

叶
b

已
+

g

F
-

評

c

訂
→
{

男

冨
弓

仏

軍

邑
.

3

が

唯
一

の

も
の

で

あ
る

｡

( 5 3 ) 書

く

だ
っ

て

十
四

～

十
五

世
紀
の

史
料
と

し
て

は

J
.

H

宅
-

P

ロ

み

(

e

P
)

-

→
F
→

e

e

r
P

ロ
C

P
∽

E
H

d

D
0
0

仁
一

ロ
e

n
t

∽

O
f

t

F
e

句
○

ユ
e

e

ロ
t

F

P

n
8

句
-

f
t

e

e

n
.

t

F

C
e

ま

弓
-

e

∽
､

ノ

さ
ー

.

ヨ

が

利
用
価
値
の

高
い

も
の

で

あ

ろ

う
｡

こ

れ

に

は
一

三
一

一

年
に

お

け

る

ロ
2

｢

g
y

家
の

訊
問
調
書
記
録
の

ほ

か
､

十
四

世
紀
前
期
に

お

け

る

当

州
の

騎
士
土

地

保
有
を

調
査

し

た

史

料
､

或

は
､

一

四
二

二

牛
の

ア

シ

ェ

ト
ン

･

ア

ン

ダ
ー

･

リ
ン

A

告
t

O

苧
亡

日

計
?

｢
叫

ロ

β

の

マ

ナ

慣
習
と

土

地

台
帳
等
が

収
録
さ
れ

て

い

る
｡

更
に

後
に

ジ

ェ

ン

ト

リ
と

な
っ

た

P
e

g

F

家
の

ウ
ォ

リ

ン

ト
ン

き
1

告
ユ
ロ
g
t

O
n

の

土

地

台

帳
と

し
て

弓
.

B
e

P

ヨ
○

已
(

e

d
.

)
､

毛
賀
ユ
ロ

g
t

O

n

旨
-

基
山

】

召
-

･

-

N

が

あ

る
｡

次
に

､

絶
対

王

制
及
び

市
民
革
命
前
後
の

時
期
に

つ

い

て

は

実
に

豊
富

な

史
料
が

印
刷
に

付
さ

れ

て

い

る
｡

ま

ず
土

地

台

帳
･

マ

ナ

調
査
書
を

中

心

と

し
た

も

の

で

は

｢

雑
記
録
+

第
三

巻
中
の

河
e

n
t

已
∽

計

C
O

打
e

ワ

の

P

n

d

く
○
-

.

い

ソ

同
五

巻
中
の

→
F
e

H

監
t

e

l

河
○
-

-

∽

O
f

W
F
p

ご
e

q

-

ロ

t

訂

笥
a

⊇

-

拐
N

■P

n

P

-

琵
}

邑
.

芦

或
は

､

同
六

巻
中
の

→
F
e

河
e

已

声
○
-
-

○
叫

S
-

→

J

O

F
n

→
○

弓
ロ
e
-

e

¥

つ
0
-

.

-

○

い

等
が

あ

る

が
､

と

り

わ

け
マ

ナ

調
査

書
の

完
全
複
製
版
で

あ

る
ニ

ュ

ー
･

シ

リ

ー

ズ

｢

姫
記

録
+

第
三

巻
り

C
.
弓
･

S

ま
t

O

n

(

e

d
･

)
}

A

S

喜
諾
叫

○

巾

t

F
e

岩
戸
ロ
○
→

O
f

勺
e

ロ
t

弓
○

ユ
F
P

ヨ
〉

Z
e

w

給
→
.

≦
)

-
.

㌶

で

は

｢

又

貸
+

彗
-

F
-

e
t

t

訂
粥

の

検
証
が

可
能
で

あ

る

し
､

更
に

弓
･

ロ

C

E

胃
訂
臣
p
-

-

(
e

d
･

)
】

A

S
-

已
e

e

n
t

F
C
e

n
t

声
→

呵

S

仁

ヨ
1

e

七

p

ロ

P

ぺ
e

P

㌧
払

A
0

0

0

仁

n
t

O

ご
訂
H
∽
t

苧

t

e
s

O

f

H
O

さ
呵

C
P
m

已
e

〉

d

d
-

.

Z
e

弓
払

e

ワ

d

d
-

.

岩
N

は

十
六

世
紀
の

マ

ナ

調
査
書
と

し
て

最
も

詳
密
を

極
め

た

も
の

で
一

五
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